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一
社
）日
本
植
木
協
会
は
、

平
成
２９
年
度
通
常
総
会
を
、
１

月
２５
日
（
水
）
高
知
市
の
「
ホ

テ
ル
日
航
旭
ロ
イ
ヤ
ル
」
で
開

催
し
た
。

【
総
会
前
理
事
会
】

通
常
総
会
の
開

会
に
先
立
ち
、
総

会
運
営
の
確
認
等

を
図
る
た
め
の
理

事
会
を
開
催
し

た
。
理
事
会
に

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
の

担
当
者
と
事
務
局

も
加
わ
り
、
平
成

２９
年
度
総
会
等
へ

の
対
応
、
役
割
分

担
等
に
つ
い
て
打

ち
合
わ
せ
を
行

い
、
円
滑
な
総

会
・
大
会
の
運
営
を
図
る
こ
と

と
し
た
。

【
通
常
総
会
】

通
常
総
会
は
、
午
後
１
時
半

に
開
会
し
、開
会
に
先
立
ち
、事

務
局
か
ら
定
足
数
の
確
認
が
行

わ
れ
、本
人
出
席
１
２
５
名
、委

任
状
１
６
７
名
、
計
２
９
２
名

で
総
会
が
成
立
し
た
こ
と
を
告

示
し
た
後
、
秋
山
冨
士
雄
副
会

長
の
開
会
の
辞
で
開
幕
し
た
。

は
じ
め
に
宍
倉
孝
行
会
長
の

挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
ご
来
賓

の
関
口
高
士
林
野
庁
造
林
間
伐

対
策
室
長
（
林
野
庁
長
官
代

理
）、
田
所
実
高
知
県
林
業
振

興
・
環
境
部
長
（
高
知
県
知
事

代
理
）、
井
上
哲
郎
副
市
（
高

知
市
長
代
理
）、
当
協
会
顧
問

有
村
治
子
参
議
院
議
員
の
祝
辞

を
唐
川
達
也
秘
書
が
ご
披
露
し

た
後
、
来
賓
の
紹
介
と
祝
電
が

披
露
さ
れ
た
。

頂
い
た
祝
電
は
次
の
と
お

り
。山

本
有
二
農
林
水
産
大
臣
、

藤
丸
敏
衆
議
院
議
員
、
中
谷
元

衆
議
院
議
員
、
福
井
照
衆
議
院

議
員
、
中
西
祐
介
参
議
院
議

員
、
高
野
光
二
郎
参
議
院
議

員
、
（
一
社
）
日
本
造
園
組
合

連
合
会
。

続
い
て
、
協
会
会
長
表
彰
が

行
わ
れ
、
宍
倉
会
長
か
ら
役
職

功
労
表
彰
が
水
城
清
志
前
会
長

に
、
社
園
に
永
く
勤
め
ら
れ
た

従
業
員
３
名
に
永
年
勤
続
表

彰
、
独
創
的
な
企
画
に
よ
り
緑

育
に
貢
献
し
た
福
岡
県
支
部
に

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。
続
い

て
、
特
別
庭
園
樹
木
（
名
木
）

３
点
に
認
定
証
が
、
國
忠
征
美

氏
に
ア
ボ
ッ
ク
・
カ
ル
タ
賞
が

授
与
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
４
月
の
熊
本
地
震

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
熊
本
県

支
部
の
社
園
の
方
々
が
、
会
員

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
見
舞
に
対
す

る
お
礼
が
な
さ
れ
た
。

議
案
審
議
等

議
長
団
は
、
議

長
に
森
本
泰
好
氏

（
㈱
徳
島
県
植
物

市
場
／
徳
島
県
）

を
、
副
議
長
に
島

井
聡
氏
（
島
井
植

物
セ
ン
タ
ー
／
高

知
県
）
と
内
山
淳

氏
（
㈱
山
都
屋
／

岡
山
県
）
を
、
議

事
録
署
名
人
に
丹

下
貴
啓
氏
（
㈱
瀬

戸
内
園
芸
セ
ン
タ

ー
／
愛
媛
県
）、
足
立
洋
氏（
㈲

足
立
農
園
／
島
根
県
）
が
選
出

さ
れ
た
。

議
事
は
、
審
議
事
項
の
第
一

号
議
案

平
成
２８
年
度
決
算
報

告
及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て

は
、
事
務
局
か
ら
総
会
資
料
に

基
づ
き
決
算
及
び
事
業
報
告
の

説
明
が
、
荒
井
利
昌
監
事
か
ら

監
査
の
報
告
が
な
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
た
。

報
告
事
項
に
つ
い
て
は
、
事

務
局
か
ら
以
下
の
報
告
事
項
に

つ
い
て
資
料
に
基
づ
き

１

平
成
２８
年
度
事
業
報
告

２

平
成
２９
年
度
事
業
計
画
と

収
支
予
算
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

質
疑
応
答
で
は
、
緑
育
は
重

要
な
事
業
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
２０
年
、
３０
年
先
を
考
え

る
と
児
童
に
緑
の
大
切
さ
を
十

分
に
学
習
さ
せ
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
昨
年
度
福
岡
県

小
郡
市
で
行
っ
た
緑
育
イ
ベ
ン

ト
で
は
そ
の
役
割
を
十
分
に
果

た
し
た
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

今
後
も
協
会
と
し
て
こ
の
よ
う

な
取
組
み
に
永
き
に
わ
た
り
注

力
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
の

意
見
が
だ
さ
れ
た
。
ま
た
、
緑

育
に
つ
い
て
は
、
官
公
庁
等
に

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。
補
助
の
対
象
と
し
て

取
扱
っ
て
も
ら
え
る
。
社
園
別

生
産
数
量
の
公
開
に
つ
い
て
ど

う
す
る
の
か
と
の
質
問
が
あ

り
、
執
行
部
か
ら
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
に
お
い
て
公
開
に
つ
い
て
検

討
し
て
お
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

の
承
認
が
得
ら
れ
た
ら
公
開
し

た
い
と
考
え
て
い
る
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。
調
査
事
業
に
つ
い

て
、
当
初
の
目
的
を
達
成
し
た

と
あ
る
が
、
当
初
の
目
的
と
は

何
か
、
ま
た
、
集
約
し
た
デ
ー

タ
の
活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
質
問
が
あ

り
、
当
初
の
目
的
は
生
産
量
を

デ
ー
タ
化
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
作
り
で
あ
り
、
デ
ー
タ
に
つ

い
て
は
公
開
の
方
向
で
考
え
て

お
り
、
今
後
、
提
供
者
の
了
解

を
得
て
協
会
内
で
の
情
報
提
供

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。

こ
の
他
に
意
見
も
無
く
議
案

の
審
議
は
滞
り
な
く
終
了
し
、

議
長
団
が
退
任
し
た
後
、
平
成

３０
年
度
の
通
常
総
会
開
催
地
で

あ
る
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
の
辰
巳
広

之
ブ
ロ
ッ
ク
長
か
ら
歓
待
の
挨

拶
を
頂
い
た
後
、
青
年
部
の
紹

介
で
は
櫻
井
太
部
会
長
か
ら
挨

拶
を
頂
き
、
最
後
に
賛
助
会
員

か
ら
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
午

後
４
時
に
阪
上
和
彦
副
会
長
が

閉
会
を
宣
言
し
通
常
総
会
を
閉

会
し
た
。

記
念
講
演

記
念
講
演
は
、
㈱
イ
ン
タ
ー

ク
ロ
ス
代
表
の
栢
野
克
己
氏
に

よ
る
「
小
さ
な
会
社
の
稼
ぐ
技

術
―
成
功
事
例
１
０
０
連
発

―
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ

れ
た
。

栢
野
克
己
氏
は
、
立
命
館
大

学
経
済
学
部
を
卒
業
後
ヤ
マ
ハ

発
動
機
に
入
社
、
そ
の
後
、
日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
等
に
お
い
て
業
務
経

験
を
積
み
、
１
９
９
５
年
に
現

在
の
会
社
を
設
立
し
て
い
る
。

講
演
は
、
こ
れ
ま
で
の
体
験
し

た
事
例
を
主
に
話
さ
れ
た
。
講

演
終
了
後
、
宍
倉
会
長
か
ら
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
終
了
し
た
。

意
見
交
換
会

総
会
終
了
後
、
高
知
県
支
部

山
中
正
道
氏
の
司
会
で
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
た
。
加
藤
一
巳

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
歓
迎
挨
拶
で
開

会
し
、
宍
倉
孝
行
会
長
の
挨
拶

に
続
い
て
、
古
賀
誠
協
会
顧

問
、
尾
﨑
正
直
高
知
県
知
事
の

ご
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
意
見
交

換
会
の
ご
来
賓
紹
介
が
行
わ

れ
、
総
会
に
お
い
て
役
職
功
労

表
彰
を
受
賞
し
た
水
城
清
志
元

会
長
の
乾
杯
を
受
け
て
懇
談
・

懇
親
の
宴
に
入
っ
た
。
全
国
各

地
か
ら
の
会
員
と
ご
来
賓
の

方
々
と
の
懇
談
や
互
い
の
歓
談

を
通
し
て
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
宴
た
け
な
わ
の
中
に
、
島

井
聡
高
知
県
支
部
長
の
閉
会
の

辞
に
よ
り
行
事
を
終
了
し
た
。

平
成
２９
年
度
通
常
総
会
を
高
知
で
開
催
す

る
に
あ
た
り
、
沢
山
の
会
員
の
皆
様
方
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
公
私
と
も
お
忙
し
い
中
、
林
野
庁

長
官
、
高
知
県
知
事
、
高
知
市
長
、
各
先
生

方
が
ご
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
こ

と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

当
協
会
は
、
緑
育
事
業
を
始
め
と
す
る
公

益
目
的
事
業
を
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
協
会
カ
レ
ン
ダ
ー
を
Ｎ
Ｈ

Ｋ
出
版
「
趣
味
の
園
芸
」
編
集
部
の
協
力
を

得
て
作
成
し
ま
し
た
。た
だ
、発
送
が
遅
れ
、

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
も
協

会
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
致
し
ま
す
の
で
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

緑
化
業
界
を
見
ま
す
と
、
現
在
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
い
ま
一
度
初

心
に
帰
り
魅
力
あ
る
植
木
生
産
に
取
組
み
、
こ
れ
を
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
需
要
の
拡
大

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
東
北
震
災
復
興
な
ど
の
事
業
に
協
会

が
ど
の
よ
う
な
お
手
伝
い
が
で
き
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
造
園
業
界
と
連
携
を
密

に
、
一
丸
と
な
っ
て
取
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
需
要
に
応
え
る
た
め
協
会
全
体
で
取
組
み
、
緑
豊
か
な
国
づ
く
り
に

貢
献
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

結
び
に
、
本
日
の
総
会
開
催
に
あ
た
り
企
画
・
設
営
に
お
骨
折
り
い
た
だ
い
た

方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
総
会
に
ご
参
集
い
た
だ
い
た
皆
様
の
ご

活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（一社）日本植木協会会長表彰

役職功労表彰
会長退任
○水城清志氏 ㈲水城園芸場（福岡県）

従業員永年勤続表彰
○瀬尾重明氏 ㈲田宮園芸
○山口 聖氏 ㈲浅中錦松園
○竹井英樹氏 ㈱山地緑化センター

感謝状
○福岡県支部（緑育出前授業）

平成２８年認定 特別庭園樹木（名木）
○横山久馬二氏 ㈲横山緑化センター

第9回アボック・カルタ賞表彰
○國忠征美氏
グローバルグリーンクニタダ
※本賞は、植物名称、特に栽培植物の名称
の安定に貢献した人に授与されます。

水城顧問

尾﨑正直高知県知事

左から島井氏、森本氏、内山氏

平
成
２９
年
度
通
常
総
会

１
月
２５
日（
水
）

高
知
市

ホ
テ
ル
日
航
旭
ロ
イ
ヤ
ル
で

古賀誠顧問

熊本県支部の皆さん

宍
倉
孝
行
会
長
挨
拶
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平
成
２９
年
度
コ
ン
テ
ナ
部
会

通
常
総
会
は
１
月
２６
日
９
時
よ

り
高
知
共
済
会
館
コ
ミ
ュ
テ
ィ

ス
ク
エ
ア
ー
３
階
で
３２
名
の
部

会
員
の
参
加
を
得
て
、
松
村
副

部
会
長
の
開
会
宣
言
に
よ
り
総

会
が
進
行
し
た
。

吉
澤
部
会
長
の
挨
拶
で
は
樹

木
需
要
の
低
迷
に
よ
り
厳
し
い

状
況
で
は
あ
る
が
、
東
日
本
震

災
復
興
や
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
需
要
で
は
コ
ン
テ
ナ
植
物
が

期
待
さ
れ
、
生
産
の
仕
込
み
の

年
に
な
る
内
容
を
ふ
く
ん
だ
挨

拶
が
あ
っ
た
。
来
賓
挨
拶
で

は
、
宍
倉
孝
行
協
会
長
よ
り
日

頃
よ
り
協
会
事
業
（
植
生
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、
地
域
性
植
物
、
環

境
緑
化
識
別
検
定
、
お
も
て
な

し
ガ
ー
デ
ン
等
）
に
協
力
を
頂

き
感
謝
す
る
言
葉
を
含
ん
だ
挨

拶
が
有
り
、
最
後
に
正
木
伸
之

担
当
理
事
よ
り
日
頃
の
活
動
を

賞
賛
す
る
内
容
の
挨
拶
後
に
議

事
へ
と
進
行
し
た
。

司
会
者
よ
り
議
事
に
先
立
ち

議
長
選
出
を
参
加
者
に
意
見
を

求
め
、
会
場
よ
り
「
司
会
者
一

任
」
の
声
に
よ
り
司
会
は
徳
島

県
支
部
㈱
徳
島
県
植
物
市
場
森

本
泰
好
氏
を
指
名
し
承
認
さ
れ

た
。議

長
は
議
事
録
署
名
人
を
参

加
者
に
伺
う
と
会
場
よ
り
「
議

長
一
任
」
の
声
に
よ
り
愛
媛
県

支
部
㈱
瀬
戸
内
園
芸
セ
ン
タ
ー

丹
下
貴
啓
氏
と
香
川
県
支
部
㈱

半
田
植
物
園
半
田
茂
富
氏
を
指

名
し
、
参
加
者
の
承
認
を
得

た
。議

長
は
第
１
号
議
案
・
２
号

議
案
と
第
３
号
議
案
・
第
４
号

議
案
は
関
連
性
が
強
い
為
、
そ

れ
ぞ
れ
一
括
採
決
を
行
う
提
案

を
行
い
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
た
。

第
１
号
議
案

平
成
２８
年
度
事
業
報
告
は
各

委
員
長
、
委
員
（
吉
澤
氏
、
松

村
氏
、
飯
田
氏
、
恒
石
氏
）
が

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
駆
使
し
て

事
業
報
告
を
行
っ
た
。

第
２
号
議
案

平
成
２８
年
度
決
算
報
告
が
事

務
局
よ
り
報
告
さ
れ
、
監
事
竹

中
昭
雄
氏
よ
り
の
監
査
報
告
を

受
け
て
、
議
長
は
第
１
号
議
案

と
第
２
号
議
案
を
一
括
で
採
決

し
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ

た
。

第
３
号
議
案平

成
２８
年
度
事
業
計

画
案
は
、
事
務
局
か
ら

事
業
計
画
案
が
報
告
さ

れ
た
。

第
４
号
議
案

平
成
２９
年
度
事
業
予

算
案
が
事
務
局
よ
り
報

告
さ
れ
、
第
３
号
議

案
・
第
４
号
議
案
共
に

審
議
し
、
愛
媛
県
丹
下

氏
と
大
阪
府
の
岡
本
氏
よ
り
以

下
の
質
問
が
有
っ
た
。

１
）
耐
乾
性
試
験
費
用
は
多
額

で
あ
り
、
そ
の
成
果
と
活
用

に
つ
い
て

恒
石
副
部
会
長
よ
り
部
会

員
へ
報
告
書
を
ま
と
ま
り
次

第
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
官
公
庁
へ
の
技
術
Ｐ
Ｒ

と
販
路
に
繋
が
る
営
業
ア
イ

テ
ム
活
用
す
る
報
告
。

２
）
販
売
予
算
計
画
で
個
々
の

売
り
上
げ
内
容
の
質
問
に
つ

い
てぱ

っ
と
見
ガ
イ
ド
、
書

籍
、
長
尺
の
内
訳
報
告
を
行

う
。

３
）
耐
乾
性
試
験
予
算
が
昨
年

同
様
の
金
額
計
上
に
つ
い
て

２８
年
に
報
告
書
作
成
が
出

来
な
か
っ
た
た
め
に
２９
年
度

予
算
に
ず
れ
た
報
告
。

４
）
社
園
別
生
産
数
量
調
査
協

力
社
園
が
少
な
い
質
問
に
つ

い
て全

社
園
の
提
出
が
望
ま
し

い
が
、
提
出
す
る
よ
う
に
今

後
も
依
頼
を
個
別
に
行
う
報

告
、
ま
た
前
年
よ
り
も
提
出

社
園
が
増
え
た
報
告
。

質
疑
が
終
了
し
、
一
括
採
決

し
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ

た
。そ

の
他
の
議
題
提
案
は
会
場

よ
り
な
く
、
総
会
は
無
事
閉
会

し
森
本
議
長
は
議
長
を
退
任
し

た
。

報
告
事
項

１
・
ア
ボ
ッ
ク
・
カ
ル
タ
賞
受

賞
岡
山
県
支
部
グ
ロ
ー
バ
ル

ク
ニ
タ
ダ
國
忠
征
美
氏
の
受

賞
の
報
告
。

２
・
従
業
員
永
年
勤
続
表
彰

鳥
取
県
支
部
㈲
田
宮
園
芸

瀬
尾
重
明
氏
の
報
告
。

３
・
協
力
会
紹
介

恒
石
生
産

技
術
・
研
修
委
員
長
の
司
会

で
総
会
参
加
企
業
㈱
東
海
化

成
・
㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー

ト
・
㈱
阪
中
緑
化
資
材
・
大

信
産
業
㈱
の
各
社
自
己
紹
介

と
商
品
紹
介
を
行
っ
た
。

総
会
関
連
事
項
は
参
加
者
の

協
力
の
も
と
、
全
て
を
１０
時
３０

分
に
飯
田
貴
大
副
部
会
長
の
閉

会
の
辞
で
終
了
し
た
。

記
念
講
演

１０
時
３０
分
よ
り
（
公
財
）
高

知
県
牧
野
記
念
財
団

植
物
研

究
課
長
・
研
究
員
、
高
知
大
学

理
学
部
准
教
授

理
学
博
士

藤
川
和
美
氏
に
よ
る
「
ミ
ャ
ン

マ
ー
に
お
け
る
植
物
多
様
性
と

保
全
」
に
つ
い
て
の
講
演
が
行

わ
れ
た
。

講
演
内
容
で
は
、
最
初
に
牧

野
植
物
園
の
社
会
的
役
割
、
取

組
そ
し
て
牧
野
富
太
郎
先
生
の

業
績
つ
い
て
の
講
演
で
あ
っ

た
。
牧
野
植
物
園
は
昭
和
３３
年

に
開
園
し
、
面
積
は
１８
ha
、
文

献
・
植
物
図
約
５
万
８
千
点
保

有
し
、
地
域
の
憩
い
の

場
や
観
光
拠
点
、
植
物

の
普
及
教
育
活
動
、
植

物
分
類
調
査
研
究
、
薬

用
植
物
産
業
振
興
及
び

植
物
の
種
の
保
存
等
の

活
動
を
行
う
。
ま
た
、

牧
野
先
生
の
業
績
報
告

で
は
、
特
に
植
物
標
本

約
４０
万
点
（
首
都
大
学

東
京
所
有
）、
新
種
記

載
約
１
５
０
０
種
類
ま

た
現
代
の
植
物
図
鑑
の

先
が
け
者
と
し
て
の
業

績
。続

い
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お

け
る
植
物
多
様
性
で
は
種
子
植

物
約
１１
、８
０
０
種
が
生
息

し
、
四
季
は
雨
季
と
乾
季
の
２

季
で
あ
り
植
物
分
布
も
沿
岸
部

は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
類
、
ヤ
シ
類

が
主
で
あ
る
。
中
央
乾
燥
地
帯

は
サ
バ
ナ
林
が
拡
が
る
。
落
葉

樹
林
帯
は
フ
タ
バ
ガ
キ
林
や
マ

メ
科
植
物
が
繁
茂
し
て
い
る
報

告
。
そ
し
て
常
緑
樹
林
帯
は
タ

イ
キ
ン
ギ
ク
類
、コ
ル
ヌ
ス
類
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
ザ
ク
ラ
、ツ
ツ
ジ
類

等
の
生
息
が
報
告
さ
れ
た
。

つ
ぎ
に
植
物
資
源
探
査
で
は

有
用
植
物
化
学
分
析
を
行
い
、

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
や
薬
用
サ
ン

プ
ル
調
査
、
そ
し
て
市
場
調
査

を
行
う
な
ど
現
地
の
産
業
と
し

て
根
づ
く
活
動
を
行
っ
て
い
る

報
告
。

特
に
薬
用
植
物
の
人
参
属
や

欄
類
（
デ
ン
ド
ロ
ビ
ュ
ウ
ム
）

の
栽
培
技
術
の
現
地
指
導
の
苦

労
し
た
点
は
参
加
者
の
共
感
を

得
た
。

定
刻
に
な
り
最
後
に
吉
澤
部

会
長
の
謝
辞
で
講
演
会
は
終
了

し
た
。

協
力
会
懇
談
会
報
告

１３
時
よ
り
総
会
会
場
で
コ
ン

テ
ナ
部
会
役
員
、
担
当
理
事
、

協
力
会
４
社
と
事
務
局
の
総
勢

２１
名
が
参
加
し
て
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
た
。

恒
石
副
部
会
長
司
会
進
行
で

会
議
に
先
立
ち
吉
澤
部
会
長
、

正
木
理
事
の
挨
拶
後
に
参
加
者

全
員
が
自
己
紹
介
と
事
業
紹
介

を
行
い
、
議
事
に
入
っ
た
。

議
題
１

資
材
の
注
文
状
況
に

つ
い
て

資
材
メ
ー
カ
ー
各
社
共
、
資

材
の
注
文
は
必
要
な
数
量
を
必

要
な
時
期
に
注
文
す
る
社
園
が

多
く
、
ま
と
め
買
い
す
る
会
社

は
少
な
く
、
売
り
上
げ
も
減
少

し
て
い
る
現
状
報
告
が
多
か
っ

た
。資

材
メ
ー
カ
ー
各
社
も
我
々

同
様
に
東
北
復
興
工
事
と
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
植
栽
工
事
に
期
待
を
し
て

い
る
報
告
等
が
話
し
合
わ
れ

た
。

議
題
２

資
材
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
に
つ
い
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
を
審
議

し
今
年
も
３
月
１０
日
か
ら
４
月

１０
日
の
期
間
で
行
う
事
を
決
め

た
。

議
題
３

国
内
研
修
会
開
催
報

告
で
は
７
月
１２
日
、
１３
日
の

１
泊
２
日
で
秋
田
県
か
ら
岩

手
県
の
視
察
を
行
う
事
を
報

告
し
、
全
て
の
総
会
事
業
を

定
刻
に
終
了
し
た
。

香り…雑感。第１０回

煙草のにおい
たる さわ ただし

足 澤 匡（小岩井農牧㈱・岩手県）
私は煙草のにおいが嫌いだ。最近はめっきり嫌煙家が強くなり、愛煙家は肩
身の狭い思いをしているので、あまり大きな声で言いたくないが、私は煙草の
においが嫌いだ。かつては仕事場で、会議中でも、飲みに行っても、どこでも
煙草の煙まみれ、我慢の日々が続いていた。喫煙自体、以前から健康を害する
ことが知られていたが、間接喫煙により煙草を吸わない人への害が明確になっ
たために、私のような嫌煙家がは
っきり言える時代が来たのであ
る。私は煙草のにおいが嫌いだ。
とてもいい時代になったと考え
る。
ところで、煙草は、ナス科タバ
コ属の「タバコ（煙草）：Nicotina
tabacum」から作られる。植物の
「タバコ」はどんなにおいがする
のだろうか？ 嫌煙家なのに、疑
問を持つと確かめたくなる衝動に

襲われた私は、実家のある岩手県に帰省
した際に、「たばこ畑」を探すドライブ
に出かけた。昔はよくドライブすると、
至る所に「たばこ畑」があったと記憶し
ていた。しかしながら、喫煙者の減少が
原因なのか？ いくら走っても目的の
「たばこ畑」を捜し出せない。とある産
直市場で情報を入手し、やっとの思いで
嗅ぐことが出来たが、ある意味、煙草臭
くないのである。お世辞にも「いい香り」
とは言い難いが、変に甘ったるく癖のあ
る香りで、花も同様の香りがした。そんな
ことより、全体が腺毛で覆われていて、
ベタベタしていることが衝撃的だった。
調べてみると、煙草の独特のにおい
は、煙草を製造する際に加えられた多く
の添加物（アセトアルデヒドなど）が煙
になる時に、煙草臭い成分を発するそう
である。植物の「タバコ」自体はそれ程臭くないのに・・・不思議な話である。
私が嫌いな煙草の臭いの原因は一体何なのだろうか？ もしかして、大好きな
香りの添加物で煙草を作れば、愛煙家になるかも知れない・・・？ 疑問は疑
問を生んでいく。それもまた楽しい。

コ
ン
テ
ナ
部
会

平
成
２９
年
度
通
常
総
会
報
告

「タバコ」の花。そういえば、花壇に使う
「ニコチアナ」に似ている。

やっとの思いで見つけた「たばこ畑」

吉澤部会長

高知大学理学部准教授 藤川和美氏
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カンツバキ（赤花と白花）   サザンカ
シャリンバイ　ツツジ類　トベラ
ハマヒサカキ　ヒサカキ　ミカン類
サクラ類　イロハモミジ    ハナモモなど

お知らせ

事
業
内
容
に
つ
い
て

植
生
調
査
委
員
会
の
主
な
事

業
と
し
て
は
「
植
生
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
育
成
講
座
」
と
「
植
生
管

理
士
認
定
試
験
」
と
「
植
生
調

査
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」

が
あ
り
ま
す
。

「
植
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
育
成
講

座
」ま

ず
「
植
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

育
成
講
座
」
は
毎
年
、
８
月
末

か
ら
３
泊
４
日
で
群
馬
県
川
場

村
に
て
行
わ
れ
て
い
る
セ
ミ
ナ

ー
に
な
り
ま
す
。
Ａ
、Ｂ
、Ｃ
の

３
段
階
の
コ
ー
ス
で
構
成
さ
れ

て
お
り
植
生
学
の
基
礎
か
ら
調

査
方
法
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー

タ
か
ら
の
解
析
、
そ
こ
か
ら
復

元
す
る
た
め
の
手
法
を
座
学
と

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
実
習
を
行
い

な
が
ら
勉
強
し
て
い
き
ま
す
。

参
加
者
は
設
計
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
や
ゼ
ネ
コ
ン
、
造
園
会
社

の
方
々
が
多
く
受
講
す
る
よ
う

に
な
り
植
木
の
需
要
拡
大
に
繋

が
る
こ
と
も
今
後
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
年
度
は
８
月
２７
日

か
ら
３０
日
に
開
催
予
定
で
す
。

な
お
、
こ
の
講
座
は
、
そ
の

優
れ
た
内
容
か
ら
農
林
水
産

省
・
環
境
省
共
管
の
人
材
育
成

事
業
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
植
生
管
理
士
認
定
試
験
」

次
に
「
植
生
管
理
士
認
定
試

験
」
で
す
が
植
生
調

査
か
ら
得
ら
れ
た
デ

ー
タ
を
も
と
に
修
復

の
た
め
の
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
ま
で
を
担
う
こ

と
が
で
き
る
プ
ロ
の

技
術
者
を
認
定
す
る

も
の
で
、
筆
記
試
験

と
実
技
試
験
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
植
生
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
育
成
講
座
の

3
コ
ー
ス
修
了
者
に

は
実
技
試
験
が
免
除

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

「
植
生
調
査
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
」

最
後
に
「
植
生
調
査
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
は
全
国
各

地
の
植
生
を
自
分
の
目
で
触
れ

て
、
講
師
の
先
生
と
共
に
勉
強

で
き
る
場
を
定
期
的
に
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
は
第
１
回

目
の
レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

第
1
回
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
は
昨
年
岡

山
県
に
て
２
泊
３
日
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
�
研
修
名

植
生
調

査
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
in
岡
山

２
�
研
修
期
間

平
成

２８
年
７
月
２２
日
〜
７

月
２４
日

３
�
研
修
内
容

１
日
目

久
米
郡
美
咲

町
の
本
山
寺
に
て
野

外
実
習
お
よ
び
ホ
テ

ル
会
議
室
で
の
座
学

講
座

本
山
林
木
遺
伝
資
源

保
存
林
に
お
い
て
ヤ
ブ

ツ
バ
キ
ク
ラ
ス
の
豊
富

な
植
物
種
の
観
察
、
立

地
に
よ
る
土
地
利
用
と
植
生
の

遷
移
に
つ
い
て
観
察
。
中
村
幸

人
先
生
よ
り
現
代
社
会
に
お
け

る
植
生
学
の
必
要
性
と
利
用
に

関
す
る
講
義
を
実
施
。

２
日
目

植
生
調
査
実
習
、
植

栽
現
場
の
見
学
お
よ
び
ホ
テ

ル
会
議
室
で
の
座
学
講
座

岡
山
県
立
森
林
公
園
に
お
い

て
多
様
な
立
地
で
の
植
生
調
査

を
実
習
、
ブ
ナ
ク
ラ
ス
の
植
物

種
の
観
察
。
苫
田
ダ
ム
に
お
い

て
植
生
調
査
を
基
に
し
た
植
栽

樹
種
の
選
定
を
行
っ
た
植
栽
工

の
実
例
、
そ
の
後
の
経
過
に
つ

い
て
研
修
を
実
施
。
ホ
テ
ル
会

議
室
に
お
い
て
國
忠
征
美
先
生

よ
り
岡
山
県
の
植
物
や
地
質
な

ど
の
説
明
、
鈴
木
伸
一
先
生
よ

り
植
生
学
の
基
礎
と
応
用
例
な

ど
の
講
義
を
実
施
。

３
日
目

満
奇
洞
に
て
植
物
観

察岡
山
県
の
標
高
４
０
０
ｍ
の

草
間
台
の
ド
リ
ー
ネ
に
で
き
た

石
灰
岩
に
み
ら
れ
る
希
少
な
環

境
と
植
物
（
チ
ョ
ウ
ジ
ガ
マ
ズ

ミ
、
ヤ
マ
ト
レ
ン
ギ
ョ
ウ
な

ど
）
を
観
察
。

今
後
も
全
国
各
地
で
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

な
お
、
当
委
員
会
の
活
動
内

容
報
告
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
試

験
の
募
集
案
内
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
に
植
生
調
査
委
員
会

のfacebook

を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

https
://www.facebook.com

/we.love.vegetation/

植生アドバイザー育成講座
受講生募集

講座は、全３コースで構成されてお
り、１年ごとに段階を踏んで受講してい
ただくことで、植生学の基礎～植生調査
手法～データの分析と植栽計画の立案～
植栽とモニタリングを体系的に修得でき
るカリキュラムが組まれています。本講
座は、その優れた内容が評価され、環境
省と農水省共管の「人材認定等事業」の
育成事業として登録されております。登
録内容は環境省ホームページをご参照く
ださい。https : //edu.env.go.jp/reg/
日時場所：平成２９年８月２７日（日）～

８月３０日（水）（３泊４日）
群馬県「なかのビレジ」

内容：１年目は第１段階の
「Ａ 植生調査コース」
２年目は第２段階の
「Ｂ 植生景観調査コース」
３年目は第３段階の

「Ｃ 植生復元・モニタリングコース」

受講料：５９，０００円（税込）
（３泊４日の研修費・宿泊費・
食事費用等を含みます）

※早期割引：６月３０日までのお申込みの
方は５６，０００円（税込）
※上記金額には、上毛高原駅までの交通
費は含んでおりません。
※講義テキスト「植生景観とその管理」
をご用意願います。
※造園 CPDに登録申請中、CPDS 認定
済

樹木識別ポイント講習会
参加者募集

植木圃場から教室に生きた樹木の枝葉
を持ち込んで、似ていて間違えやすい樹
種を葉と枝だけで見分けるポイントを学
びます。樹木識別のスペシャリストを目
指す方に是非おすすめです。
日時場所：平成２９年６月１０日（土）

１３：００～１６：３０
千代田区 日比谷公園
緑と水の市民カレッジ
東京都千代田区日比谷公園１‐５

講師：環境緑化樹木識別検定実施委員長
川原田邦彦 氏 ほか

費用：一般５，０００円 学生３，０００円
定員：各５０名（先着順）
※この講習会は、造園 CPDプログラム
に登録認定済です。

会 員 動 向
代表者・住所等変更
▷㈲茨城コンテナ（埼玉県）
()新 畠山忠重 ()旧 島根純子
()新 〒３３３‐０８１１
埼玉県川口市鳩ヶ谷本町２‐１０‐２４
TEL：０２９７‐３６‐１０９２ 茨城（営）
FAX：０２９７‐３６‐１０９３ 茨城（営）

新樹種部会・入会
�㈱内田緑化興業（埼玉県）
内田 香

代表者変更
�佐野園（東京都）
()新 佐野栄信 ()旧 佐野武義

社名・メールアドレス変更
�()新 石川園（東京都） ()旧 ㈲翠宏園
()新 tsuyoshi 1128@gmail.com

訃 報
佐藤きみ子様（山形県）
㈱出羽園（佐藤和克氏母）
平成２８年１１月３０日没
享年９１歳

鈴木康夫様（神奈川県）
寿々喜園一里山（協会員）
平成２９年1月１４日没
享年６５歳

尾上 緑様（神奈川県）
尾上園（尾上信行氏母）
平成２９年２月２日没
享年８８歳

近藤初江様（神奈川県）
㈲小田原植木（近藤盛大郎氏の祖母）
平成２９年２月１１日没
享年９４歳

フィールドワーク

植
生
調
査
委
員
会

植
生
調
査
委
員
会

委
員
長

葛

西

伸

彦

（
㈱
グ
リ
ー
ン
ナ
ー
セ
リ
ー
前
田
・
愛
知
県
）

副
委
員
長

菅

原

英

典

（
㈱
み
ち
の
く
ビ
オ
ト
ー
プ
・
岩
手
県
）

副
委
員
長

清

瀧

陽

平

（
㈲
キ
ヨ
タ
キ
ナ
ー
セ
リ
ー
・
大
分
県
）

植生調査委員会の facebook

植
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

育
成
講
座
卒
業
生
の
声

酒
井

志
磨
さ
ん

「
公
園
等
の
設
計
業
務
に
お
い
て
、地
域
の

自
然
・
生
態
系
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
中

で
、
現
場
で
の
自
然
の
捉
え
方
や
植
生
デ
ー
タ

の
読
み
取
り
方
、
設
計
へ
の
活
用
等
に
つ
い
て

学
び
た
く
、
受
講
し
ま
し
た
。

専
門
知
識
が
足
り
な
い
上
で
の
受
講
は
大
変

で
し
た
が
、
座
学
か
ら
実
習
の
一
連
の
流
れ
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
し

た
。今

後
も
様
々
な
現
場
で
研
鑽
を
重
ね
つ
つ
、

自
然
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
植
物
の
潜
在
能
力
を
上

手
く
活
用
し
た
緑
化
等
、
業
務
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。」
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先
輩
方
か
ら
植
木
業
の
古
き

良
き
時
代
の
お
話
を
し
ば
し
聞

か
せ
て
い
た
だ
く
事
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
、
年
商
の
事

は
さ
る
こ
と
な
が
ら
耕
作
面
積

と
そ
の
従
事
者
数
に
関
し
て
、

今
は
昔
の
半
分
く
ら
い
し
か
無

い
と
伺
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
ん

な
時
、
実
際
に
県
内
植
木
協
会

会
員
で
ど
れ
く
ら
い
の
規
模
な

の
か
疑
問
も
あ
り
、
簡
易
的
で

は
あ
り
ま
す
が
調
べ
て
み
ま
し

た
。
そ
の
結
果
が
図
①
で
す
。

そ
の
数
字
を
ま
と
め
つ
つ
、
地

方
の
植
木
業
者
と
し
て
今
後
ど

う
こ
の
数
字
を
縮
小
せ
ず
に
拡

大
路
線
で
い
け
る
の
か
、
夢
を

描
い
て
み
ま
し
た
。

栃
木
県
支
部
で
は
一
昨
年
協

会
と
し
て
も
待
望
の
新
会
員

（
㈲
小
川
グ
リ
ー
ン
メ
イ
ク

様
）
写
真
を
新
メ
ン
バ
ー
と

し
、
総
勢
十
七
社
園

落
葉
・

針
葉
樹
等
の
生
産
を
中
心
に
各

社
園
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら

の
経
営
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

耕
作
面
積
も
協
会
員
で
約
二
百

七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
非
協
会

員
・
生
産
者
さ
ん
を
含
め
ま
す

と
、
約
そ
の
倍
く
ら
い
の
面
積

に
な
る
の
で
は
と
想
定
い
た
し

ま
す
。
こ
の
面
積
が
以
外
と
多

い
こ
と
に
関
し
て
は
正
直
自
分

で
も
驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
そ
こ
に
従
事
さ
れ

る
人
数
も
協
会
社
園
内
で
約
百

二
十
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
以
外
の
方
々
を
含
め
る
と

か
な
り
多
く
の
方
々
が
こ
の
業

種
に
よ
り
生
活
し
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
す
。
売
上
高
に
関
し

は
推
定
の
部
分
で
は
あ
り
ま
す

が
、
協
会
社
園
で
約
十
七
億

円
、
非
社
園
を
含
め
ま
す
と
二

十
五
億
円
く
ら
い

で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

栃
木
県
の
特
産

で
あ
り
日
本
一
の

出
荷
数
量
・
売
上

を
誇
る
『
い
ち

ご
』
と
比
較
検
証

し
て
み
ま
す
と
、

出
荷
数
量
約
二
万

六
千
ト
ン
、
販
売

総
額
二
百
三
十
億

円
（
Ｊ
Ａ
全
農
と

ち
ぎ
統
計
よ
り
）
と
な
っ
て
お

り
他
業
種
や
農
産
物
と
我
々
の

業
種
を
比
較
い
た
し
ま
す
と

少
々
規
模
の
違
い
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
他
の
優
秀
な
業

種
か
ら
学
べ
る
こ
と
も
多
々
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

表
題『JV…

Joint
Venture

』

の
意
味
詳
細
の
中
に
、「
各
分
野

に
秀
で
た
企
業
同
士
が
Ｊ
Ｖ
を

構
成
す
る
こ
と
で
、
一
つ
の
工

事
に
対
し
て
総
合
的
な
受
注
・

施
工
を
行
う
こ
と
」

（W
ikipedia

よ
り
）
と
あ
り

ま
す
。
先
ほ
ど
『
い
ち
ご
』
業

界
の
例
を
あ
げ
ま
し
た
が
、
こ

の
業
界
で
は
県
の
農
政
を
味
方

に
民
間
と
共
同
で
品
種
改
良
を

行
っ
た
り
、
品
質
・
規
格
の
独

自
規
制
を
設
け
た
り
、
今
で
は

運
送
業
界
と
連
携
し
朝
採
り
イ

チ
ゴ
を
同
日
に
ア
メ
リ
カ
ま
で

配
送
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
た
り
と
、
各
生
産
者
が
賢
く

細
部
で
生
き
残
る
た
め
の
Ｊ
Ｖ

を
行
っ
て
い
る
結
果
な
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
り
し
ま
す
。

で
は
、
我
々
の
業
界
で
の
Ｊ
Ｖ

が
可
能
な
こ
と
は
？
と
考
え
た

と
き
、
大
学
・
高
校
な
ど
の
教

育
専
門
機
関
や
行
政
と
一
緒
に

品
種
改
良
を
し
た
り
、
現
在
各

社
園
で
決
め
て
い
る
生
産
樹

種
・
数
量
・
品
質
の
共
有
化
や

従
事
し
て
い
る
人
の
共
同
作
業

化
を
推
進
し
た
り
、
ま
た
は
、

機
械
の
共
同
開
発
・
共
同
利
用

な
ど
Ｊ
Ｖ
で
物
事
を
と
考
え
れ

ば
色
々
と
案
が
出
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
先
ず
は
栃
木
支
部
か

ら
、
そ
の
先
進
的
な
Ｊ
Ｖ
を
提

案
し
結
果
次
第
で
こ
れ
が
ブ
ロ

ッ
ク
に
全
国
に
、
そ
し
て
世
界

に
広
が
っ
て
い
け
ば
…
今
回
の

調
査
結
果
が
十
年
後
に
は
全
て

倍
増
に
…
そ
し
て
、
当
協
会
の

会
員
数
も
自
然
に
増
え
、
そ
こ

に
従
事
す
る
人
も
増
え
、
み
ど

り
豊
か
な
地
球
環
境
が
絶
え
ず

継
続
的
に
維
持
で
き
た
ら
と
…

そ
ん
な
夢
を
描
い
て
み
ま
し

た
。

緑
化
樹
木
を
生
産
し
、
供
給

す
る
立
場
と
し
て
、
優
良
樹
木

の
生
産
と
安
定
的
な
供
給
が
大

切
な
役
割
と
思
わ
れ
ま
す
。
一

方
、
環
境
緑
化
の
整
備
が
進
む

に
つ
れ
質
的
に
豊
か
な
緑
の
多

様
性
が
求
め
ら
れ
、
新
し
い
緑

化
素
材
へ
の
期
待
と
要
望
が
高

ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
様
な
社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

べ
く
、
新
樹
種
部
会
で
は
、
約

８０
名
程
の
部
会
員
の
協
力
の
も

と
、
新
し
い
夢
の
あ
る
植
物
の

開
拓
と
そ
の
普
及
に
向
け
日
々

活
動
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
主

な
内
容
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

対
外
的
な
広
報
、
普
及
事
業

と
し
て
、
こ
の
度
、
新
樹
種（
ト

ウ
カ
エ
デ
‘
花
散
里
’、
ウ
ズ

ア
ジ
サ
イ
等
）
の
美
し
い
写
真

が
印
刷
さ
れ
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
を
３
種
類
制
作
し
、
販
売
事

業
と
し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、継
続
事
業
の
第
１４
回「
新

し
い
造
園
樹
木
の
研
修
会
」
を

平
成
２８
年
６
月
１７
日
に
神
奈
川

県
横
浜
市
（
新
樹
種
等
の
生
産

ほ
場
視
察
）
お
よ
び
相
模
原
市

（
満
開
の
ア
ジ
サ
イ
が
咲
き
乱

れ
る
大
規
模
公
園
の
視
察
）に

お
い
て
、設
計
、造
園
工
事
、造

園
関
係
、メ
デ
ィ
ア
な
ど
業
界

関
係
者
の
方
と
部
会
員
を
含
め

４３
名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
、

好
評
を
得
ま
し
た
。
部
会
員
向

け
の
研
修
と
し
て
は
、
平
成
２８

年
７
月
２７
日
に
千
葉
県
成
田
市

お
よ
び
匝
瑳
市
に
お
い
て
「
千

葉
県
花
と
緑
の
展
示
会
」
へ
の

参
加
等
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
上
記
の
神
奈
川
県
、
千
葉

県
で
の
研
修
に
お
き
ま
し
て

は
、
関
係
の
方
々
に
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
そ
の
他
の
事
業
と

し
て
も
、
扱
わ
れ
る
種
類
が

日
々
増
え
て
い

く
新
し
い
植

物
、
品
種
に
対

応
す
べ
く
、
生

産
量
の
調
査
や

写
真
、
特
性
表

の
作
成
等
、
新

樹
種
を
取
り
巻

く
情
報
の
整
理

と
公
開
を
進
め

て
い
ま
す
。

さ
て
、
新
樹

種
の
魅
力
と

は
、
樹
形
や
花

の
美
し
さ
、
実

の
美
味
し
さ
、
さ
て
は
特
殊
植

栽
環
境
へ
の
耐
性
な
ど
様
々
な

要
素
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
様
な

多
彩
な
特
性
の
中
、
当
部
会
で

は
植
物
の
持
つ
香
り
に
注
目

し
、
１０
年
ほ
ど
前
か
ら
環
境
省

が
主
催
す
る
「
み
ど
り
香
る
ま

ち
づ
く
り
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
共
催
団
体
と
し
て
参
加
協
力

し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

住
み
よ
い
香
り
環
境
を
創
出
す

る
地
域
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
た
め
、
香
り
の
す
る
植
物
を

用
い
た
優
れ
た
企
画
を
表
彰
す

る
も
の
で
、
優
秀
な
企
画
作
品

に
は
、
環
境
大
臣
賞
と
と
も
に

副
賞
と
し
て
計
画
樹
木
の
一
部

贈
呈
も
あ
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
こ
れ
に

関
連
し
、
こ
の
事
業
の
審
査
委

員
を
務
め
る
近
藤
三
雄

東
京

農
業
大
学
名
誉
教
授
を
中
心
と

し
て
、
１
５
０
種
類
以
上
の
香

り
植
物
の
写
真
や
そ
の
特

性
と
造
園
的
な
活
用
法
を

ま
と
め
た
「
香
り
植
物
の

緑
化
デ
ザ
イ
ン
」（
誠
文

堂
新
光
社
）
が
一
昨
年
刊

行
さ
れ
、
当
部
会
と
し
て

も
樹
木
の
写
真
や
解
説
の

執
筆
等
ご
協
力
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

書
籍
と
い
う
情
報
「
ソ
フ

ト
」
の
次
は
「
ハ
ー
ド
」

が
必
要
だ
と
い
う
声
の
高

ま
り
が
あ
り
ま
し
た
。
つ

ま
り
「
ハ
ー
ド
」＝

形
と

し
て
残
る
も
の＝

「
香
り

の
新
樹
種
見
本
園
」
の
制

作
で
す
。
こ
の
計

画
を
進
め
る
上
で

は
、
造
成
す
る
場

所
や
予
算
、
実
際

だ
れ
が
見
本
園
を

作
る
の
か
、
な

ど
、
な
ど
、
多
く

の
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
、

私
た
ち
の
‘
夢
’
と
い
え
る
段

階
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
１０

年
を
超
え
る
香
り
植
物
の
普
及

活
動
の
中
で
、
多
く
の
人
々
と

の
友
好
的
な
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
、
そ
の
後
押
し
が
あ
る
の
も

嬉
し
い
事
実
で
す
。
い
つ
か
こ

の
夢
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
地
道
に
活
動
し
て
い

く
所
存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
創

設
２５
周
年
を
迎
え
る
新
樹
種
部

会
は
、
夢
の
あ
る
植
物
を
多
く

の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
目
標
で
す
。
新
旧
に
と

ら
わ
れ
ず
、
楽
し
め
る
植
物
全

て
が
新
樹
種
と
い
え
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
当
部

会
に
対
し
、
ご
支
援
、
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

地
方
か
わ
ら
版

地
方
か
わ
ら
版

新会員 ㈲小川グリーンメイク

書籍「香り植物の緑化
デザイン」（誠文堂新光社）

部
会
だ
よ
り
・
新
樹
種
部
会

『
栃
木
発
‼

植
木
屋
Ｊ
Ｖ
??
』

新
樹
種
部
会
の
活
動
に
つ
い
て

新
樹
種
部
会

み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
委
員
長

栗

原

隆

治

（
㈲
栗
原
緑
地
・
埼
玉
県
）

石

川

重

明

（
石
川
環
境
緑
化

株
式
会
社
・
栃
木
県
）図①

日本列島植木植物園
ナショナルプランツ コレクション※

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、 植物の多
様性の維持や希少種・絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

ナショナルプランツ ウメ

大阪府 古川庭樹園 古川和生 問０７２１―９３―２６７３

藤牡丹枝垂

Prunus mume ‘fujibotan−shidare’
つぼみの時は紫色を帯びていますが、咲進むと薄紫色になります。
花は大輪で八重咲
枝垂れ梅の中でも人気品種の一つです。

緑萼枝垂

Prunus mume ‘Ryokugaku−shidare’
名前の通り咢が薄緑色で枝も鮮やかな緑色
つぼみから咲き始めも美しい。
花は中輪で八重咲
花弁が小さくきりっとした花です。

新樹種クリアファイル

「みどり香るまちづくり企画コンテスト」
環境大臣賞を受賞したガーデン
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あなたの夢・あたためている作品を形にしてみませんか？
皆さまの本作り-準備から納本まで-誠意をもってお受けします。

関 東 図 書 の
自費出版
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あなた ませんか？の夢・あたためている作品を形にしてみま

あなただけの本を作りませんか?あなただけの本を作りませんか?
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∞ISBN（国際書籍コード番号）もとれます。

わたし
たちに

おまか
せくだ

さい！

１
�
は
じ
め
に

こ
の
度
、
執
筆
依
頼
を
受
け

ま
し
て
弊
社
の
変
わ
っ
た
こ
と

を
皆
様
に
少
し
紹
介
で
き
た
ら

と
思
い
、
こ
の
文
章
を
作
成
し

て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
弊
社

に
つ
い
て
簡
単
に
ご
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

弊
社
は
１
９
１
８
年
に
初
代

安
藤
薫
が
北
海
道
の
中
富
良
野

の
地
に
入
植
し
、
以
来
９９
年
間

苗
木
の
生
産
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
生
産
樹
種
に
つ
い
て
は
露

地
苗
木
と
し
て
カ
ラ
マ
ツ
、
ト

ド
マ
ツ
を
は
じ
め
と
し
た
針
葉

樹
１０
樹
種
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
ミ
ズ

ナ
ラ
を
は
じ
め
と
し
た
広
葉
樹

２８
樹
種
を
生
産
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
他
緑
化
用
樹
木
と
コ

ン
テ
ナ
苗
木
、
ポ
ッ
ト
苗
木
を

若
干
生
産
し
て
お
り
ま
す
。
経

営
面
積
は
お
よ
そ
６０
ha
、
年
間

床
替
え
本
数
は
２
５
０
万
本
程

度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在

は
４
代
目
と
し
て
会
長
で
あ
る

兄

豪
敏
と
共
に
経
営
を
し
て

お
り
ま
す
。

２
�
モ
ン
ゴ
ル
国

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
へ

先
代
で
あ
る
安
藤
暢
敏
が
初

代
よ
り
「
夢
は
モ
ン
ゴ
ル
の
ゴ

ビ
砂
漠
の
荒
廃
化
を
止
め
る
こ

と
」
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
胸
に
留
め
、
様
々
な
形
で
モ

ン
ゴ
ル
と
関
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や

チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
を
モ
ン
ゴ
ル
国

内
の
日
本
人
墓
地
へ
植
樹
を
行

う
な
ど
の
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
縁
あ
っ
て
平
成
２３
年
５
月

に
モ
ン
ゴ
ル
現
地
法
人ANDO

GREEN
LLC

を
設
立
し
ま
し

た
。
そ
の
際
に
、
安
藤
啓
太
が

責
任
者
と
し
て
以
降
２
年
半
ほ

ど
モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
市
近
郊
に
て
生
産
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

３
�
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
へ

平
成
２３
年
４
月
よ
り
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
市
へ
本
格
的
に
生
産

開
始
を
考
え
て
お
り
ま
し
た

が
、
当
初
は
通
訳
以
外
ほ
と
ん

ど
何
も
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
現

地
の
調
査
を
一
か
ら
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
モ

ン
ゴ
ル
現
地
法
人
の
協
力
会
社

は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
建
設
会

社
の
た
め
専
門
知
識
を
有
し
て

お
ら
ず
、
我
々
の
思
い
描
く
生

産
資
材
と
は
遥
か
遠
い
建
築
資

材
を
紹
介
さ
れ
非
常
に
苦
労
し

ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
そ
れ

な
り
の
も
の
を
発
見
は
し
て
い

る
の
で
す
が
満
足
な
も
の
は
得

ら
れ
ず
、
日
本
で
行
う
そ
れ
と

は
要
領
が
違
い
す

ぎ
る
た
め
、
困
惑

す
る
毎
日
を
送
っ

て
お
り
ま
し
た
。

結
局
の
と
こ
ろ
、

本
当
に
必
要
な
も

の
に
つ
い
て
は
日

本
か
ら
輸
入
し
日

本
製
品
を
使
う
ほ

か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
特
に
毎
日

使
う
よ
う
な
耐
久

性
の
求
め
ら
れ
る

物
に
つ
い
て
は
中

国
、
韓
国
か
ら
の
製
品
が
メ
イ

ン
で
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
耐

久
性
や
使
用
用
途
に
非
常
に
辛

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

並
行
し
て
長
期
間
滞
在
の
た
め

の
ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ザ
の
取
得
手
続

き
が
間
に
入
り
、
気
が
付
く
と

２
ヶ
月
ほ
ど
経
過
し
て
お
り
、

時
間
を
有
効
に
使
う
こ
と
が
難

し
い
国
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。

４
�
モ
ン
ゴ
ル
国
の
環
境

モ
ン
ゴ
ル
国
に
て
生
産
を
行

う
上
で
重
要
な
こ
と
は
そ
の
気

候
で
し
た
。
降
水
量
は
年
間
お

よ
そ
２
０
０
㎜
に
到
達
し
な
い

程
度
、
平
均
気
温
は
、
５
月
〜

９
月
１５
度
あ
る
か
な
い
か
、
１０

月
〜
４
月
は
マ
イ
ナ
ス

１５
度
前
後
と
非
常
に
厳

し
い
環
境
に
あ
り
ま

す
。
河
川
は
こ
こ
１５
年

ほ
ど
で
大
小
５０
ほ
ど
が

枯
渇
し
、
水
資
源
は
地

下
５０
ｍ
ほ
ど
か
ら
く
み

上
げ
た
地
下
水
を
利
用

し
て
お
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
鉱
山
資
源
の
多

い
モ
ン
ゴ
ル
国
で
は
あ

ち
こ
ち
の
現
場
で
地
下

水
が
利
用
さ
れ
、
地
下

水
資
源
が
枯
渇
す
る
の
は
既
に

明
ら
か
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
鉱
山
採
掘
跡
地
な

ど
は
砂
漠
荒
廃
化
へ
拍
車
を
か

け
て
お
り
、
復
旧
は
急
務
と
さ

れ
て
い
る
の
が
現
状
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

５
�
生
産
方
法

モ
ン
ゴ
ル
国
内
の
環
境
を
考

慮
し
、
既
存
の
手
法
で
は
な
か

な
か
活
着
が
難
し
い
と
判
断
し

た
た
め
、
ふ
る
い
根
で
の
生
産

は
早
期
に
取
り
や
め
ま
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
国
内
に
お
い
て
、
浅

根
性
に
な
る
植
え
方
は
干
ば
つ

に
弱
く
、
将
来
的
に
も
風
倒
木

の
要
因
と
な
り
う
る
た
め
で

す
。
そ
の
た
め
、
実
生
木
か
つ

根
を
切
ら
な
い
状
態
で
の
移
動

が
可
能
な
生
産
方
法
と
し
て
２

種
類
ほ
ど
の
生
産
方
法
を
見
当

し
ま
し
た
。

①
コ
ン
テ
ナ
苗

コ
ン
テ
ナ
苗
は
現
在
全
国
で

も
脚
光
を
浴
び
て
お
り
、
世
界

各
地
で
も
主
流
の
手
法
の
た
め

こ
れ
の
実
験
を
行
い
ま
し
た

が
、
生
産
資
材
が
乏
し
い
モ
ン

ゴ
ル
で
は
安
定
し
た
資
材
の
搬

入
が
難
し
く
、
さ
ら
に
は
高
額

で
の
取
引
の
た
め
断
念
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
苗

の
特
徴
で
あ
る
根
鉢
は
水
分
の

保
持
が
乏
し
い
た
め
、
モ
ン
ゴ

ル
の
よ
う
な
非
常
に
厳
し
い
環

境
で
は
植
栽
後
の
根
鉢
に
よ
る

水
分
保
持
が
期
待
で
き
な
い
と

判
断
し
ま
し
た
。

②
直
根
苗

信
州
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る

砂
防
緑
化
工
学
の
第
一
人
者
で

あ
る
山
寺
喜
成
教
授
が
考
案
し

た
生
産
方
法
。
数
種
類
の
土
壌

を
攪
拌
し
た
も
の
を
成
型
機
に

よ
り
成
型
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
に
播

種
を
行
い
、
苗
を
生
育
さ
せ
根

を
回
し
た
も
の
を
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
植
え
付
け
る
手
法
。
こ
れ
は

植
付
後
も
水
分
の
保
持
が
優
秀

で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
選
択
し

ま
し
た
。
（
別
添
写
真

ブ
ロ

ッ
ク
の
生
産
）

６
�
問
題
発
生

モ
ン
ゴ
ル
国
内
で
生
産
し
て

い
た
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
し
た

が
、
播
種
〜
発
芽
は
概
ね
順
調

に
推
移
し
ま
し
た
。
（
水
温
が

低
い
、
ネ
ズ
ミ
の
発
生
で
様
々

な
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
が
）

９
月
の
中
旬
く
ら
い
に
寒
波
が

到
来
し
、
雪
が
降
り
ほ
ぼ
す
べ

て
の
樹
種
が
全
滅
し
ま
し
た
。

ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て

生
育
さ
せ
て
い
た
た
め
、
夏
の

暖
か
い
時
期
よ
り
順
化
期
間
を

持
た
せ
て
い
る
最
中
に
こ
の
よ

う
な
結
果
が
起
き
た
こ
と
か

ら
、
樹
種
の
選
定
を
改
め
て
急

が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
採
取
期
間
な
ど
の
問
題
か

ら
モ
ン
ゴ
ル
の
樹
種
を
ほ
と
ん

ど
撒
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

要
因
と
な
り
ま
し
た
。

７
�
越
冬
環
境

降
水
量
が
少
な
く
、
降
雪
量

も
少
な
い
と
聞
い
て
い
た
た

め
、
地
面
を
掘
り
下
げ
気
温
の

変
化
に
対
応
し
や
す
い
よ
う
な

環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
寒
風
は
非
常
に
強
く

苗
木
の
保
護
に
は
厳
し
い
条
件

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
大
量
の
落
ち
葉
な
ど
に
よ

っ
て
苗
木
が
見
え
な
く
な
る
ま

で
保
護
す
る
な
ど
様
々
な
手
法

を
試
し
て
み
ま
し
た
が
、
日
本

の
樹
種
は
難
し
い
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
冬
の
到
来
が
早
い
た

め
、
早
期
の
木
質
化
が
行
わ
れ

な
い
こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
な

り
う
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

反
対
に
モ
ン
ゴ
ル
の
樹
種
は
越

冬
準
備
が
早
い
た
め
育
つ
こ
と

が
分
か
っ
て
お
り
ま
す
。

８
�
終
わ
り
に

モ
ン
ゴ
ル
で
は
２
年
半
ほ
ど

生
産
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
植
栽
実
験
等
追
跡
調
査
の

最
中
に
モ
ン
ゴ
ル
国
の
政
情
変

化
に
よ
る
不
安
を
感
じ
た
た

め
、
撤
退
い
た
し
ま
し
た
。
環

境
の
変
化
は
自
然
だ
け
で
は
な

く
、
人
間
の
不
安
も
多
く
含
ま

れ
て
お
り
、
集
中
し
た
苗
木
生

産
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
環

境
と
判
断
し
ま
し
た
。

し
か
し
今
、
地
球
環
境
は
大

き
な
変
化
に
見
舞
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
我
々
の
苗

木
生
産
業
は
停
滞
し
て
は
い
け

な
い
と
モ
ン
ゴ
ル
で
改
め
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
様
々
な
角
度
か
ら
物

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
は

非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
少
し

で
も
「
へ
ー
」
と
思
わ
れ
た
な

ら
幸
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

地
方
か
わ
ら
版

地
方
か
わ
ら
版

モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市

近
郊
に
お
け
る
苗
木
生
産

安

藤

啓

太

（
安
藤
山
林
緑
化
有
限
会
社
・
北
海
道
）
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　そのスタートは、当時の生駒青年部会長の思い「全国的な協会 PRをやりたい」が懸案となって、
その課題が次期部会長に引き継がれる中で生まれたのが出前授業でした。
　当時、すでに何名かの会員は独自に地域の小学校での社会人講師として授業を行っていまし
た。そこで、これを協会事業として取り組めないだろうかとしてスタートをしました。そのこと
を顧問である有村治子議員との懇談の中でお話した際に「緑育」というキーワードを頂き、単に
緑の大切さを話すだけでなく、地域のキャリア教育的側面も踏まえたものにしよう。ということ
で大まかな方向性が出てきました。合わせて、青年部事業ではなく協会事業として取り組むこと
も方向性として確認しました。
①緑育出前授業は協会事業としてブロック協力のもと支部単位で行う。
②基本、地元の植木会員が自分の仕事の紹介も行いながら、子どもたちに植物の大切さや育てる
必要性をPRする。

③学校のみならず、地域でのイベント等へ参加して一般向のPRの緑育出前授業も行う。
　しかし、思ったようには進みません。実際に学校へ行っても、カリキュラムがいっぱいであっ
たり、そもそも学校との接点が乏しかったりして、そのきっかけさえ出来ないことも各地から報
告がありました。それでも、一度、緑育出前授業を経験された方が、その達成感や面白さに気づ
かれ、地域で毎年開催して頂いている支部も出てきました。
　何でもそうですが、「やらされる」ことは苦痛です。でも自分で「やる」ことは快感に変わり
ます。その過程は決して楽ではありませんが、子どもたちの一人でも植木に興味をもってくれ
て、その生態や環境に関心をもってくれることが出来たなら、やった意味は高いと思います。
　私たちが植木を生業とするのは、単にお金を儲けるた
めだけでは無いはずです。植木を通じて社会に貢献した
い。人々を幸せにする産業でありたいという自負と願い
が日々の仕事に生きているのだと思います。緑育出前授
業はそんな社会を作る思いを語ることも必要であり、地
味で、息の長い活動だと思います。もし、授業する人が
居ない支部があれば本部にご相談ください。
　この活動を通じて、植木を理解してもらうこともさる
ことながら、自分自身の成長につなげて頂きたいとも切
に思います。
　あまり難しく考えても仕方ないので、とりあえず動い
てみてから考えても良いのではないでしょうか。変化を
もたらすには動かないと始まりません。そのために自社
の経営がゆらいではいけませんが、投資もいらない少し
の冒険です。何より子どもたちに元気を頂けることは保
証します。

緑育出前授業で希望を創ろう
緑育出前授業推進委員会　委員長　加　藤　一　巳

「きになる漢字パズル」を作製しました。
使用する場合、事務局にご連絡下さい。用する場合、事務局にご連絡下さい。
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連載  第 1回 植木カルチャーショック

海外を訪れると、日本で見慣れた植物が、日本とは違う使われ方や仕立てら
れ方をしていて驚くことがありませんか？
私が初めて海外を訪れてから３０数年が経ちますが、その間に、様々な植物や

園芸文化に関するカルチャーショックを受けてきました。今回、縁あって連載
のチャンスをいただき
ましたので、それらの
私が今までに受けてき
たカルチャーショック
の中から、植木に関す
ることを思い出すまま
綴らせていただきたい
と思います。中には、
すでに日本でも馴染み
になったものもあり、
植木業界の皆さんにと
っては「何をいまさ
ら」と感じられること

も多いと思いますが、そんな時は、園芸畑で育ったから仕方がない、と、どう
か大目に見てやってください。
大学を卒業してすぐにイギリスを初めて訪れたのですが、街路樹を見てい

て、度々違和感を覚えることがありました。中でも、高さや樹形が異様に揃っ
ていて、しかも、同じ高さから枝が一斉に放射状に出ている街路樹（写真１）
を見たときに「どうしたらこういう並木になるのか」と非常に不思議に思いま
した。野生の鹿がいるロンドン市内の公園の樹木や、郊外の牛や羊などの放牧
地の木々などでは、届く高さまでの下枝を草食動物が食べてしまい、枝の高さ
や樹形が揃って見えることがありますが（写真２）、それとは様子が違います。
はじめは、東京で時々見かけるケヤキの街路樹のように、同じ高さで無理やり

切り揃えてそこから
枝を出させたものな
のかとも思ったので
すが、八重桜の「関
山」や「普賢象」な
どは、どこで見ても
ほぼ同じ仕立て方で
同じような樹形をし
ていて（写真３）、
よく見てみると、枝
分れの部分に接ぎ木
の継ぎ目と思われる
段差が見えることが
ありました。そこで
やっと高い位置で接
ぎ木をしているらし

いということがわかっ
たのですが、私のそれ
までの経験には植木を
そのように仕立てると
いう知識も経験もなか
ったので、非常に驚き
ました。それと同時
に、なるほどこうすれ
ば高さも形も揃えられ
る、と納得もしたので
すが、それでも違和感
は残っていました。
翌年、オランダのキ
ューケンコフ公園を訪れた時です。チューリップやムスカリ、ヒヤシンスなど
の色とりどりの球根植物に囲まれた八重桜を見て、「そうか、この高接ぎの八
重桜は、八重桜のスタンダード仕立てなのだ！高接ぎの植木は、植木のスタン
ダード仕立てなのだ！」と突然ひらめきました。そう思えた瞬間は、高接ぎさ
れた植木を今までの理解とは違う別物と考えればいいと思えた瞬間でもありま
した。自然さを求めれば違和感が
あるかもしれませんが、形や大き
さが揃い規格化しやすい苗木は、
キューケンコフのように植物で描
く模様の素材や、植物という有機
物を無機的なデザインの素材とし
て使うには最適ではありません
か！
自分が馴染んだ習慣や文化に触
れた時、私はつい自分の文化や感
覚の方が正しくて、異なる習慣や
文化を拒否したり間違っているか
のような態度になり、固定観念に
縛られていることに気付くまで長
く時間がかかってしまいます。こ
の調子では、これからももっと多
くのカルチャーショックを受けて
いきそうです。

◆プロフィール
栃木県都賀町（現・栃木市）生まれ。東京農業大学農学科卒業後、英国王立園芸協会、
㈱タキイ種苗、東京農業大学大学院（造園学修士）、㈱大林組などで、幅広く植物に
関わった後、目白大学短期大学部准教授を経て、現在は、東京農業大学グリーンアカ
デミー主任講師（地域環境科学部准教授）。ＮＨＫ「趣味の園芸」、老人ホームなどで
のガーデニング講師としても園芸普及活動中。「ベス・チャトー 奇跡の庭」（清流
出版）、「はじめてでもできる庭木・花木の育て方と手入れ」（大泉書店）などを監修。

会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
日
頃
か
ら

青
年
部
会
の
活
動
に
於

い
て
、
多
大
な
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
関
東
甲
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
の
活
動
報
告
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

現
在
、
関
東
甲
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
は
全
６９
社
園
で
活
動

し
て
お
り
ま
す
。
役
員
会
は
年

５
回
か
ら
６
回
協
会
会
議
室
で

必
要
に
応
じ
て
開
催
し
て
い
ま

す
。昨

年
は
茨
城
県
支
部
主
幹
の

元
、
研
修
会
を
開
催
し
㈱
坂
東

太
郎
代
表
取
締
役
会
長
、
青
谷

洋
治
様
を
お
迎
え
し
て
会
社
経

営
に
お
け
る
心
構
え
に
つ
い
て

の
熱
い
お
話
を
拝
聴
し
、
す
ぐ

に
で
も
自
社
に
持
ち
帰
っ
て
参

考
に
で
き
る
ヒ
ン
ト
を
多
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ

れ
ま
し
た
親
睦
会
で
は
、
各
支

部
対
抗
で
趣
向
を
凝
ら
し
た
ゲ

ー
ム
で
対
戦
し
、
会
の
盛
り
上

が
り
に
大
い
に
貢
献
し
ま
し

た
。
と
て
も
充
実
し
た
研
修

会
・
親
睦
会
と
な
り
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
事
業
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
夏
の
暑
い
時
期
で
は

あ
り
ま
し
た
が
お
も
て
な
し
ガ

ー
デ
ン
内
に
於
い
て
の
苔
玉
作

り
に
多
く
の
当
ブ
ロ
ッ
ク
の
会

員
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
１
２
０
人
を
超
え

る
参
加
者
の
方
々
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
、
当
協
会
の
ピ
ー
ア

ー
ル
に
貢
献
し
ま
し
た
。

２９
年
度
の
総
会
は
恒
例
に
な

ら
い
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
を

活
用
す
る
と
共
に
経
費
削
減
を

図
る
た
め
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
総

会
と
し
て
、
メ
ー
ル
等
の
活
用

に
よ
り
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
行
い

ま
し
た
。
３０
年
度
総
会
は
埼
玉

県
新
支
部
主
幹
の
元
、
実
施
予

定
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
関
東
甲
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
の
取
り
組
み
と
い
た
し

ま
し
て
、
全
国
的
な
会
員
減
少

が
進
む
中
、
当
ブ
ロ
ッ
ク
も
会

員
数
が
７０
名
を
割
る
と
こ
ろ
ま

で
き
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
全
国
の
中
で
も
有
数

な
植
木
流
通
の
拠
点
で
あ
る
当

ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
が
こ
こ
ま
で

減
少
し
て
い
る
こ
と
は
大
変
遺

憾
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
積
極
的
に
新
入
会
員
の

参
加
を
促
し
、
少
し
で
も
会
の

発
展
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
現
在
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
が
３

名
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
と
の
統
合
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
先
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員

が
増
え
る
ま
で
の
受
け
皿
と
し

て
の
役
目
を
担
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

付
随
し
た
緑
化
工
事
計
画
が
進

む
中
、
当
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
相

互
の
関
係
を
よ
り
強
固
な
も
の

に
し
、
中
心
的
な
役
割
を
担
え

る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
い
け

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
ま

だ
ま
だ
未
熟
も

の
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
青
年

部
会
関
東
甲
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
の

活
動
に
ご
指

導
、
ご
協
力
の

ほ
ど
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

青
年
部
会
だ
よ
り

高接ぎ街路樹
東京農業大学 地域環境科学部 准教授・グリーンアカデミー主任講師 大 出 英 子 氏

写真３）「白普賢」並木

写真４）オランダで見た銅葉枝垂れブナの高接ぎ苗

青
年
部
会
関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

活
動
報
告

関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
長

安

藤

和

大

（
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
・
ア
ン
ド
ウ

埼
玉
県
）花と緑のおもてなしプロジェクト・おも

てなしガーデンにて

写真２）ロンドン市内リッチモンド公園の樹木

写真１）イギリスの住宅地の街路樹

青年部会 関東・甲信越 B総会

講演 ㈱板東太郎
代表取締役会長 青谷洋治氏
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暑熱対策施設の用途拡大、屋外分煙施設も具体化へ
前回は２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた当機構の
暑熱対策の取り組みについて紹介した。暑熱対策施設については、単にオリパ
ラ向けというだけでなく、遮熱が必要な商店街や学校のグラウンドなどへの設
置も有効であるとの見方から、多用途の開拓を図っていく方針である。特に学
校については、野球、サッカーなどグラウンドでの部活動にあたって、熱中症
などを予防したり、体調を崩した生徒・学生のリカバリー施設としての利用も
見込めるとみて、学校や教育委員会などに積極的にアプローチしていくことに
している。さらに、商品の多角化という視点から、木材利用が国家的な課題と
なっていることを踏まえ、多摩産材など国産材を使った木質バージョンの施設
の開発にも取り組むことにしている。
このほか開発中のプロジェクトとしては、屋内での喫煙が厳しくなってきて
いることから今後、屋外の喫煙スペースの整備が重要になるとみており、受動
喫煙防止はもとより、景観にも配慮したデザイン性に優れた喫煙者、非喫煙者
双方にとって快適な分煙空間の創出を目指した施設の開発計画を進めている。
近く喫煙施設のモデルケースを目指した具体的な整備事業が実現できると期待
している。その折は貴協会にもぜひ、協力、参加をいただきたいと思っている。

長野県中野市と協定に基づく事業提案活動がスタート
当機構が今、大きな精力を注いで取り組もうとしているテーマに「地方創生、
地域活性化」のプロジェクトがある。緑のまちづくりを旗印に掲げる当機構と
しては、街づくりは宿願のテーマだが、今その第一歩を踏み出しつつある。長
野県中野市（池田茂市長）との連携事業がそれである。長野県中野市は、リンゴ、
ブドウ、イチゴなどのフルーツをはじめキノコやぼたんこしょうなどの農産物
に恵まれている。シャインマスカットはブドウの最高級品種として人気であ
り、ワインの評価も高い。日本酒も４つの酒蔵が妍を競っている。
その一方、中野市は、“童謡と唱歌のふるさと”としても知られる。うさぎ
追いし――でおなじみの「故郷」の作詞家、高野辰之や日本のフォスター、中
山晋平の出身地なのだ。さらに、江戸時代から続く伝承の土人形の里でもある。
今も３月３１日に開かれる「雛市」は信州に春を告げる伝統の行事であり、多く

の人でにぎわう。農産物
のみならず、文化資源に
も恵まれた地域なのだ。
だが、その割には全国
的に見て長野県中野市の
知名度は高くない。接す
る野沢温泉、小布施、志
賀高原などに押されてし
まっている。また、農家
は所得が高いにもかかわ
らず嫁不足に悩み、高齢
化も急ピッチで進む。こ
こは、市を挙げて知名度
アップ戦略とともに地域
活性化に本格的に乗り出
そうというわけで、民間
事業者や団体などと積極
的な連携をスタートさせ

た。当機構も異業種が
加盟する街づくりの団
体として、積極的な協
力体制を取ることにな
ったのである。具体的
には、中野市きのこ・
果実消費拡大実行委員
会と当機構とがパート
ナーシップ協定を締結
した（写真１）。両者
が協議し、地域活性化
のための様々な事業提
案を行い、実現を目指
そうというわけであ
る。平成２９年度から協
定に基づく事業提案活
動がスタートすることになっており、すでにその第１弾として、「居場所づく
りをテーマとした農業体験事業」の提案を求められている。当機構としても、
中野市プロジェクトを発足させ、農業体験を軸足におきながらも、古民家改修
などの宿泊施設整備、農業体験に来た都会人と地元民との交流、グリーンツー
リズム的な観光振興など、地域の活性化につながる提案をしていく。このほか、
中野市も魅力のあるまちづくり事業を展開したいと考えており、当機構として
も会員のアイデアを持ち寄り、提案、実現を図っていく方針だ。地方創生のテ
ーマにどこまで貢献できるか、中野市プロジェクトは当機構のさらなる発展の
試金石になると期待している（写真２）。

屋上緑化管理の実態調査にも着手
また、新たなテーマとして取り組むのが民間所有施設の屋上緑化管理の実態
調査である。
屋上緑化は、所有者が自主的に行ったもの以外に、東京都をはじめとする各
自治体の義務化制度、工場立地法により一定規模以上の工場に義務付けられた
ものなども多く存在する。義務化により実施されたケースでは、管理不十分で
放置されている緑地が散見されるだけでなく、初期の施工そのものが不完全の
ため、不具合が生じている施設もあると聞く。
そこで、当機構の緑化メンテナンス・保証制度委員会が主体となって屋上緑
化管理の実態調査を進めるとともに、関係機関との連携も視野に、良好な屋上
緑化を維持するためのメンテナンス手法の普及を目指す考えである。

おわりに
当機構は、平成２９年度に設立９年目を迎える。複雑、多様化する経済、社会情勢
のなかで会員相互のアライアンスの必要性は以前にも増して高まっており、今
後も会員企業の持つ技術や商品を組み合わせた、新たなシステム商品開発に注
力する。
特に当機構が領域とする「まちづくり」の分野においては地方創生、都市再
生をキーワードに、魅力ある、快適な安全・安心の生活空間の造成のため、高
齢化、少子化、再生エネルギー、地球環境、医療・福祉、自然災害――など数
多くの課題解決に挑戦していく考えである。

末筆になりますが、３回にわたり連載の機会を与えていただき、有難うござ
いました。

地方創生、地域活性化プロジェクトも始動
高齢化、少子化、医療・福祉など、新たなテーマにも挑戦
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写真２
中野市との今後の連携に向けて、平成２８年５月に同市を
を視察。当機構会長で建築家の栗生明氏が「街の居場所・
ステーション」をテーマに講演を行った

写真1
平成28年2月25日に行った中野市とのパートナーシッ
プ協定の模様。
左から池田茂・中野市長、田川達・中野市きのこ・果実消
費拡大実行委員会会長、正田實当機構理事長、杉本哲
也・NPO法人豊かな地域づくり研究所理事長


